
学年 高校2年 教科 地歴公民科 科目 政治・経済 単位数 2 

教科書名 詳述 政治・経済（実教出版） 副教材名 

2023ズームアップ 政治・経済資料（実教

出版） 

20日完成スピードマスター政治・経済問題

集（山川出版） 

政治・経済用語集（山川出版） 

コース・クラス 中高一貫理系 

Ⅰ．目標 

１．3年次の基礎学力到達度テスト8割、大学入学共通テスト7割突破を目指し、難関大学合格に向けて模擬試験や 

  入試問題に対応できる実力を養う。 

２．民主主義の本質を理解し、広い視野から政治・経済・国際関係について客観的に理解する力を身につける。 

３．政治・経済・国際関係などに関する諸課題について主体的に考察し、解決策を探究する。 

４．公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

Ⅱ．授業のねらい 

１．日本が直面している国際問題を扱い、自分たちの身近な問題として捉えさせ、日本の立場、解決策を考える。 

２．様々な出来事に歴史的・政治的背景があることを理解させ、物事を多面的に捉える力を身につける。 

３．進路目標に即した問題演習を行うことで、国公立・難関私大に対応できる学力を身につけさせる。 

 

Ⅲ．授業の進め方 

１．授業プリントを軸にした授業に加え、電子黒板を活用して効率的に授業を進める。 

２．多くの単元において電子黒板上に写真や図を投影し、視覚から理解を深めさせる。 

３．定期的に時事問題を取扱い、世の中の動きをつかむようにする。 

４．小テストを実施し理解度を確認すると共に、単元ごとに大学入試共通テストレベルの問題を解く。 

 

Ⅳ．学習上の留意点 

１．現代社会における事象への関心・意欲を高め、時事問題との関連性を常に意識すること。 

２．用語の暗記のみではなく、様々な事象と関連付けて覚えること。 

３．プリントの空欄補充だけではなく、口頭での説明を細かくメモし付随する知識も身につけること。 

 

Ⅴ．定期試験 

  1学期 期末試験 ： 第1部 第2編 第2章 1 市場機構 ～ 3 国民所得と経済成長 

                     4 金融のしくみ ～ 5 財政のしくみ、第3章 1 経済の停滞と再生 

  2学期 中間試験 ： 2 日本の中小企業と農業 ～ 4 環境保全と公害防止、6 社会保障の役割 

  2学期 期末試験 ： 第2部 第1章 1 国際政治の特質と国際法 ～ 3 現代国際政治の動向 

  3学期 学年末試験： 4 核兵器と軍縮 ～ 6 国際政治と日本 

 

Ⅵ．評価の方法 

・定期試験、小テスト、提出物、授業への取り組み方などで総合的に評価する。 

 



Ⅶ．授業計画 

※ シラバスの内容（時間や事項）については、理解度やその他の都合により変更することもあります。 

 

 

 

 

 

学期 月 単元・学習項目 評価方法 到達目標 

一
学
期 

4 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

第2編 現代日本の経済 

第2章 現代経済のしくみ 

1 市場機構 

2 現代の企業 

3 国民所得と経済成長 

4 金融のしくみ 

5 財政のしくみ 

 

第3章 現代経済と福祉の向上 

1 経済の停滞と再生 

 

 

 

 

小テスト 

 

 

 

小テスト 

期末試験 

・資本主義経済の発達と変容、その特徴について学習

し、経済活動の意義と経済のグローバル化が生活に及

ぼす影響について考える。 

・経済主体、市場、国民所得、経済成長、金融、財政の

役割を学習し、経済活動がどのように調整されている

か考える。 

・1980 年代の国際経済の変化が日本経済にもたらした

影響を考察し、グローバル経済の連動性について考え

る。 

二
学
期 

9 

 

10 

 

11 

 

12 

2 日本の中小企業と農業 

3 国民の暮らし 

4 環境保全と公害防止 

6 社会保障の役割 

 

第 2部 グローバル化する国際社

会の諸課題 

第1章 現代の国際政治 

1 国際政治の特質と国際法 

2 国際連合と国際協力 

3 現代国際政治の動向 

 

 

小テスト 

中間試験 

 

 

 

 

 

 

小テスト 

期末試験 

・現代の日本が抱える諸課題（中小企業及び農業の苦し

い経営状況、急速な高齢化や経済の停滞に伴う国民の

貧困）への政府等の取り組みを知り、その解決策につ

いて考察する。 

 

 

・国際法の変遷や国際連合の特徴、冷戦終結後の国際政

治等の戦後史を知るとともに、現代の国際社会が抱え

る諸課題について考察を深める。 

 

三
学
期 

1 

 

2 

 

3 

4 核兵器と軍縮 

 

5 国際紛争と難民 

 

6 国際政治と日本 

 

 

 

 

 

小テスト 

学年末試験 

・核軍縮や管理について、国際社会における取組と日本

の貢献について考える。 

・国際紛争や難民問題発生の歴史的背景を知り、複雑に

絡みつく国家間の対立の理由を理解する。 

・戦後、日本が果たしてきた国際政治上の役割を知り、

今後の多様化する世界にどのように対応していくべ

きか考察する。 


